
  

 

 

 

  

 

  
⼋⼥津媛神社に五穀豊穣や無病息災を祈願し、その御願成就に奉納する⽮部地区 

伝統⾏事「浮⽴」。その素晴らしい伝統芸能の継承活動を、本校全児童⽣徒が⾏い 
毎年、⽮部まつりで披露させていただいています。全体練習が始まったのは、１０ 
月からですが、後期課程の⽣徒は夏休みから個⼈練習を⾏っており、この「浮⽴」 
に懸ける思いには強いものがあります。低学年の⼦ども達も、休み時間になると、 
真法師の口上を口ずさんだり、はやし手の踊りを練習したり……体育祭後は、浮⽴ 
⼀⾊の⽮部清流学園でした。浮⽴保存会会⻑の栗原久助さんをはじめ、多くの保存 
会の皆様には⻑きにわたってご指導いただき、本当にありがとうございました。 
 また、保護者の皆様にも、太⿎担いに賛助出演いただいたり、着付け等にご協⼒ 
いただいたり、お忙しい中のご⽀援・ご協⼒に改めて深く感謝申し上げます。 

とりわけ、今年は 5 年に⼀度⼋⼥津媛神社で⾏われる浮⽴保存会による浮⽴奉納 
が開催され、本校の児童⽣徒もたくさん協⼒者として参加しました。浮⽴保存会の 
練習にも積極的に参加し、この⽮部の伝統⾏事に⾃分が関わっていることに誇りを 
もちながら、和気藹々と練習している姿に感心させられました。学校教育目標であ 
る「ふるさと⽮部を愛する心」が着実に育まれていることを嬉しく思います。 

１２月８⽇（⽇）の学習発表会では、前期課程児童が⼋⼥津媛伝説「⽩⾺の媛」 
を発表します。そして、後期課程⽣徒は⼈権作文や英語スピーチ、⽮部 PR 活動報告 
等の発表を⾏います。本年度から、⽮部地区⻘少年育成会の⽀援事業として開催い 
たします。保護者のみならず、⽮部のたくさんの方々に観に来ていただき、⼦ども 
達に、励ましの⾔葉をかけていただければ幸いです。 
 

 

 

重点目標   目標に向かって粘り強く取り組む児童生徒の育成 

善遊善学 

令和 6 年 11 月 26 日  文責 古川 志乃 

学校教育目標 ふるさと矢部を愛し、未来を拓く学力と健康な心と体をもち、共に伸びる    
 児童・生徒の育成～学校地域家庭をつなぐ「総がかりの教育」の推進～ 

矢部まつりにて「浮立公開」  １１月１７日（日） 

矢部清流学園 
学校だより ９号 

 
６月に、ゆいのもりの方々や保育園の子ども達と一緒に田植えをしてから、

早５カ月。本来は、みんなで稲刈りをする予定でしたが、あいにくの雨で、泣
く泣く中止。これまで稲作のお世話をしていただいていた堀下さんに稲刈りを
していただき、先日、福祉協議会の方に学校までお米を届けてもらいました。 
来週からの給食で、１・２年生が植えたお米をおいしくいただきます。堀下

幸裕さん、これまで丹精をこめて育てていただきありがとうございました。 
 
株式会社正栄 様（八女市）より、市内の公立学校に「はちみつ」の提供があ

り、10 月 25 日の給食のパンにつけて食べました。甘くておいしかったです。 

ありがとうございます！ 

11 月の清流会活動 

【学習・図書委員会】11 月のめあて： 苦手な教科を克服しよう！ 
〇国語コンクール 前期課程児童は委員会で作成した漢字テストにチャレンジ 
〇定期考査予想問題 後期課程生徒は委員会で作成した予想問題にチャレンジ 
〇常時活動 ： ゆめみらい号や図書カウンターの仕事 

【放送・広報委員会】11 月のめあて： 浮立について知ろう！ 
 〇浮立クイズ 「浮立の歴史や練習中のみんなの頑張りを広めたい」という理

由から、浮立に関するクイズを作成し、全児童生徒に解いてもらう 
 〇常時活動 ： 朝や掃除時間の放送当番 ※バースデーアナウンスの取組 
【環境・美化委員会】11 月のめあて： 秋の植物について知ろう！ 
 〇プランターに花苗や球根を植える 
 〇秋の植物についてのクイズ 「紅葉の季節になり、秋の植物について知って

ほしい」という理由から、秋の植物についてのクイズを作成。答えてくれた
人にはしおりのプレゼント（折り紙で秋に関するしおりを作成） 

 〇常時活動 ： 水やり当番、愛樹館掃除の役割分担 
【健康・給食委員会】11 月のめあて： 風邪に気をつけよう！ 
 〇風邪防止の呼びかけ、ポスター作成 寒くなり、「風邪をひかないように気を

つけてほしい」という理由から、昼休みに外でみんなと遊ぶ企画を行い、そ
して、手洗いやうがいをこまめにするように呼びかける。 

 〇常時活動 ： せっけん補充、外遊びの推進 

 

「東西。東西。御鎮まり候え。御鎮

まり候え。ここもとに罷り出まし

たる者は江州比叡山の麓に住まい

をなす真法師にて候。天下泰平、

国土安穏の御代の時、弓は袋、太

刀は箱に納めましたは何と目出度

い御代では。（ヨイヤー）左様ござ

いますれば、五穀豊穣御願成就と

して氏子中の子どもに笹をかかげ

させ、面白からぬ浮立をザアーッ

とうたせます。ソウソウ浮立を始

めい！始めい！（ヤアーオイ）」 

 
「御吉野の千本の花のたねとりて。嵐山新たなる神

あそびこそめでたき」「老いせずや薬のなおも、

きくの酒。盃に浮かべて共に会うぞ嬉しき。」 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1・2 年生は、11 月 5 日（火）、「 ①他の人に、迷惑にならないように、マナーを守っ
て行動しよう、②時間を守って行動しよう、③友だちと仲良く見学しよう、④動物と
触れ合って、いろいろな発見をしよう」というめあてで、電車に乗って大牟田動物園
と大牟田市緑地公園で校外学習を行いました。 

「いきものに、あいにいこう！    １・２年生 
  ～のりものにのって出かけよう！～」   11 月5 日（火） 

１１月１日（金）～２日（土）、６年生は長崎市へ修学旅行に行きました。台風
の影響で悪天候の予報が出ている中、出発を悩みましたが、矢部の神々が応援し
てくださったのでしょう。子ども達が長崎市内を散策する間は、傘も必要ない状
況で、すべて活動を予定通りに実施することができました。 
引率した渋谷先生（養護教諭）が 

平和学習の資料集を作成し、子ども 
は、その資料集を手にしながら、 
平和公園、長崎原爆資料館、山里 
小学校、山王神社と巡り歩き、見 
聞きしながら、平和の尊さ、核兵 
器廃絶について考えを深めました。 
説明を聞きながら、熱心にメモを 
とっていた姿に引率した職員も大変感銘を受けていました。 

【児童感想より】 
・でんしゃにのったら、ちょっとゆれてびっくりした。みんなでのるでんしゃは、たの

しくてわくわくした。でんしゃからみえるけしきは、はやすぎてよくみえなかった。
また、でんしゃにのりたいです。           （１年    さん） 

・でんしゃにはじめてのった。でんしゃはとてもはやかった。でんしゃのキップをひと
りでかえたのでよかったです。            （１年    さん） 

・どんぐりとまつぼっくりをひろいました。大きなどんぐりがいっぱいありました。と
んがっているどんぐりもありました。         （１年    さん） 

・でん車は、いろんな人がいたけれど、みんなしずかにできていたので、いいとおもい
ました。でん車には、トイレがあってびっくりしました。上にぶらさがっているの
[つり革のこと]長さがちがっていてびっくりしました。 （２年    さん） 

・りょくちこうえんでは、たくさんのどんぐりとどんぐりのぼうしとまつぼっくりがあ
りました。大きいどんぐりもおちていました。みんなふくろいっぱいにあつめていま
した。はやく、どんぐりであそびたいです。      （２年    さん） 

【動物園での観察記録より】 
[レッサーパンダ] しっぽはちゃいろと、うすちゃいろのしましまで、さきはこげちゃ

です。ほしくさをたべます。きのぼりがじょうずです。 （１年    さん） 

 ６年生 修学旅行  11 月 1 日（金）～２日（土） 

八女地区駅伝競走大会 11 月 7 日（木） 

11 月 7 日（木）、筑後広域公園にて、八女地区中体連駅伝競走大会が行われ、
後期課程生徒（７～９年生）全員が出場しました。体育の授業や駅伝部での練習
成果を発揮すべく「自己ベスト更新！」を目指して、大会に挑みました。 
本年度の重点目標「目標に向かって粘り強く取り組む」ために、体育科教員が

日々の練習記録をグラフにすることで、切磋琢磨して頑張ることができました。 
そして今、前期課程児童も体育の授業において、「先輩方に続け！」と持久走

競技に粘り強く取り組んでいます。 

前期課程児童による駅伝大会激励会 11 月 6 日（水） 

後期課程の先輩達
のために、４年生がリ
ーダーとなって、前期
課程児童全員で「激励
会」を開いてくれまし
た。体いっぱいにエー
ルを送ってくれ、たく
さんの元気をもらっ
て試合に臨みました。 

南筑後地区中学生英語スピーチコンテスト 11 月９日（土） 

１１月９日（土）、サザンクス筑後にて、南筑後中学生英語スピー
チコンテストが開催されました。本校から、７年生の     さん
（課題の部）、９年生の      さん（自由の部）が出場しました。 

晟さんは、「A Calendar of the Earth」の課題文を感情込
めながら、堂々と発表しました。   さんは「My Hometown」
という題名で、矢部にはたくさんの伝統文化があり、過疎化して
いる村だけど、伝統文化を守り継いでいることに誇りを抱いてい
ること、矢部の良さを多くの人に知ってもらいたいことについて  

一生懸命英語で伝えました。 


